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第8回災害対策セミナーin神⼾
＜神⼾1.17、あれから20年、今、そしてこれから＞

神⼾JIBANKUNの誕⽣にかかわって

2015年1⽉22⽇

明⽯⾼専 特命教授
太⽥敏⼀

６階が押しつぶされ
た市役所２号館

神戸市水道局提供
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地震で市役所は2号館が６階で層破壊

グラフこうべ295号



神戸市災害対策本部
1号館8階に設置された災害対策本部では、各局が狭い中で対応に追われた
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最初の神戸市復興計画検討委員会
(1995年2月7日）

笹山市長

太田

林春男委員

山下
総括局長

（小林郁雄撮影）
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震災の帯は元々の中心市街地を直撃
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震度７の謎：震災の帯の中をよく⾒ると・・

平成7年（1995年）兵庫県南部地震に関する現地調査結果について（気象庁1995年2月7日発表）



被災状況の把握

被害の実態を把握することは、災害への対応の基本

下図は、阪神・淡路⼤震災の被害についての都市計画学会・建築学会合同調査結果
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全壊 10万4,906棟(18万6,175世帯)
半壊 14万4,274棟(27万4,182世帯)
⼀部損壊 39万506棟
破損合計 63万9,686棟

六甲道駅周辺の被災状況

神戸・阪神間建物被災状況図画像ファイル（建築学会都市計画学会調査の図をＧＩＳ化したものを画像化 兵庫県立大福島教授提供）
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溝⼝らによる超震度７エリア分布域

1995年兵庫県南部地震における建築物の被害

判定とその分布調査（石川浩司・溝口昭二・大鹿
明文）地質学論集1998年3月

超震度７＞５０％以上倒壊

被害を決める要素は？

（都市計画学会建築学会合同調査の図に着色）

被害は次の要素が重なり合って決まる

被害＝ｆ(揺れの強さ、地震波の特性）×ｆ(建物の強度、特性）

また揺れの強さと地震波の特性は、断層の割れ方、距離、方向および地下の構造、地盤性状で決
まる

揺れの強さと特性＝ｆ(断層の割れ⽅（距離、⽅向）、地下の構造、地盤性状）
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この謎を研究するために、建設⼯学研究所の先⽣⽅や地盤の専⾨家と共同研究

⇒初期の研究の成果
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建築の滅失データ
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図5‐20 全壊および滅失の率と建物の建設年次
（「阪神・淡路⼤震災と神⼾の地盤」（神⼾市） 13
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滅失データと地盤データの照合例
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神⼾の地盤研究会
引き続き、震災の被害と地盤の関係について継続して研究していくための組織
として「神⼾の地盤研究会」が発⾜（平成11年3⽉）
現在は「神⼾の減災研究会」として継承
神⼾市と建設⼯学研究所で協⼒して運営
学識経験者や地盤などの専⾨家が参加

神⼾JIBANKUNの開発
研究を効率的に進めるためには、膨⼤な地盤データを効率よく処理し、かつ、
それをGIS上で扱えるソフトが不可⽋
→ 市販のGISソフトは、ブラックボックスが多く、かつ、⾼価

このような状況の中で、ある地盤コンサルタントがちょうど開発し終わった
地盤データ整理⽤ソフト提供の申し出があり、地元のGISソフト開発会社から
も協⼒を得られ、まったく新しい地盤GIS統合ソフトが誕⽣した

⇒神⼾JIBANKUNの誕⽣
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神⼾JIBANKUNの特徴

１．市役所が保有する膨⼤な地盤データをすべて
検証し、正確にデータベース化

２．基本的に公開

３．膨⼤なデータの整理、活⽤が容易

４．GIS上で扱えるため、地図上で表現できる
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JIBANKUNは、WEB版に進化
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